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４．まとめ 

 

４－１ 本格実施に向けた課題 

 

・本実験では道路の異常発見→報告→道路管理者での情報の精査→修理・改修の判断及び報告者への

レスポンスというシステムがＳＮＳを活用して構築できたのと同時に、時間の短縮化が想定以上に

可能となった事例もあり、アンケートの声からも本格運用が期待される。 

・本実験では facebookという既存のシステムを利用し行った実験であり、操作性の煩雑さや、

facebookへの登録者（2012年 12月現在の日本国内での推定利用者数 1,677万人）だけの利用とい

う観点から、もっと簡易にできるシステムの構築が望まれる。 

・本実験では、ウェブ上でのシステムの構築に加え、道路管理者間の情報共有や判断の基準を設ける

ことにより、調整課題も残されているが一定の評価を得ることができた。今後の改善により、ＳＮ

Ｓと人的ソフト一体となったシステムを構築することにより、他の地域での転用が可能となり道路

の異常情報をいち早く収集、対応できることに繋がる。 

・現行のシステムで行った場合、管理者が常時パソコンの前で待機しておくことが必要となる。また、

facebookの登録者各自の設定がバラバラなため、投稿しても道路管理者全員に表示されない報告も

若干あった。それを解消するために新たなアプリケーションを開発することが望まれるが、初期投

資にに 1,100万円程度（サーバーの設置費用は別途）の経費が必要となる。また iphone版とアンド

ロイド版の 2種類を製作する必要があるため、どちらを優先するか又は両方を採用するかの選択が

必要となる。 

・現在運用している道路緊急情報（＃９９１０）は、九州の情報の集約が福岡に一元化されており、

宮崎県内のみの運用となると各県との整合および従来運用との棲み分けも考慮が必要となる。 

・本格運用時には、道守みやざき会議という民が主体なのか、ノウハウを行政が引き継ぎ運営するか

も重要な判断となる。 

 

  ４－２ facebookの解析及び提案 
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